
２００８年  １０月 ７日（火）           三 島 市 民 新 聞 （復 刊）          復刊 第 １７号   （２面）                                                       

                                                      

 
 

                                                     

                                                      

                                                      

                                                      

  
 

                                                   

                                                      

                                                      

                                                     

の
施
設
概
要
は
一
三
〇
〇
人

収
容
会
議
室
・
展
示
場
三
八

〇
〇
㎡
・
高
さ
一
五
・
〇
メ

ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
構

築
、
交
通
の
利
便
性
、
Ｊ
Ｒ

線
沼
津
駅
の
立
体
化
が
実
現

す
れ
ば
、
人
の
行
き
来
が
増

え
る
と
あ
る
が
、
し
か
し
ど

こ
も
施
設
が
多
く
あ
り
す
ぎ

て
稼
働
率
は
悪
い
の
が
現

状
。
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

り
催
し
物
が
増
え
て
も
、
施

設
の
採
算
が
良
好
に
な
る
保

障
は
な
い
。 

 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

あ
り
き
、
沼
津
駅
高
架
工
事

あ
り
き
の
た
め
の
話
に
し
か

聞
こ
え
な
い
。 

 

現
に
〇
八
年
四
月
に
鳴
り

物
入
り
で
で
き
た
、
沼
津
駅

南
口
の
「
イ
ー
ラ
de
」
の
波

及
効
果
は
少
な
い
状
況
に
あ

る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
。
ビ
ル
風
が
強
く
寒
々
の

状
況
だ
と
聞
く
。 

 

問
題
は
、
サ
ン
フ
ロ
ン
ト

21
と
い
う
任
意
団
体
が
政

策
提
言
を
行
う
の
は
勝
手
だ

が
、
市
民
・
県
民
の
預
か
り

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
知
事

や
県
議
、
市
町
長
等
を
巻
き

込
み
、
政
策
が
遂
行
さ
れ
て

い
く
の
が
怖
い
！ 

の
、
中
電
側
は
「
す
り
合
わ

せ
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
拒
否
し
た
。 

一
号
機
は
配
管
の
破
断
事

故
が
起
き
た
二
〇
〇
一
年
か

ら
、
二
号
機
は
定
期
点
検
に

入
っ
た
〇
四
年
か
ら
停
止
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
老
朽
化

が
目
立
ち
、
故
障
続
き
で
危

険
な
原
発
だ
。
昨
年
、
十
月

の
一
審
、
静
岡
地
裁
判
決
は

中
電
側
の
主
張
を
全
面
的
に

認
め
、
一
～
四
号
機
す
べ
て

の
安
全
性
に
問
題
は
な
い
と

す
る
判
断
を
示
し
、
原
告
の

訴
え
を
退
け
て
い
た
。 

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
・
カ
フ

ェ
は
、
広
小
路
の
裏
通
り
が

源
平
川
と
交
差
す
る
「
時
の

鐘
橋
」
の
た
も
と
に
あ
る
。

通
り
か
ら
入
口
は
殆
ど
目
立

た
な
い
。
荒
削
り
の
板
の
階

段
を
下
り
る
と
、
源
平
川
の

清
流
に
洗
わ
れ
る
よ
う
に
、

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
は
透
き
と

お
っ
た
流
れ
が
聞
こ
え
る
。 

店
の
中
は
薄
暗
く
、
黒
ず

ん
だ
柱
や
壁
は
遠
い
異
国
を

感
じ
さ
せ
、
片
隅
に
は
ピ
ア

ノ
が
あ
り
、
周
り
に
古
め
い

た
テ
ー
ブ
ル
が
並
ん
で
い

る
。地
下
室
に
似
た
部
屋
は
、

ド
ス
ト
エ
フ
イ
ス
キ
ー
の
小

説
の
酒
場
を
思
わ
せ
、
ご
主

人
も
ど
こ
か
ラ
ス
コ
リ
ー
ニ

コ
フ
に
似
て
い
る
気
が
す
る
。 

efefefefefefegef 

 

│
│ 

ジ
ュリ
イ
の
宣
言 

│
│ 

 

た
っ
ぷ
り
と
壮
年
と
な
り
し
ジ
ュ
リ
イ
い
ま
九
条 

の
こ
と
静
か
に
語
る 

 

こ
の<

窮
状>

救
う
は
静
か
に
歌
う
こ
と
沢
田
研
二 

の
九
条
宣
言 

 

六
十
才
少
し
声
を
揚
げ
よ
う
と
ジ
ュ
リ
イ
が
歌
う 

九
条
賛
歌 

 

よ
う
や
く
に
秋
彼
岸
き
て
草
む
ら
に
余
熱
の
ご
と 

く
曼
珠
沙
華
は
あ
り 

 

前
号
の
「
嵐
よ
」
は
「
光
よ
」
の
誤
記
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

謝
し
て
下
記
の
ご
と
く
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 
 

青
年
は
荒
地
に
種
子
を
播
き
て
果
つ
ア
フ
ガ
ン 

の
地
よ
光
よ
風
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

 

ふ
て
く
さ
れ
総
理
二
人
も
職
を
投
げ 

 

ド
タ
バ
タ
の
事
故
で
増
や
し
た
汚
染
米 

 

孫
と
子
と
友
達
で
漕
ぐ
麻
生
丸 

 

引
き
潮
に
劇
場
閉
じ
る
支
配
人 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板
倉 

毅
武 

業
で
、
改
め
て
そ
れ
を
感
じ

た
。 目

先
の
利
害
に
と
ら
わ
れ

た
大
人
た
ち
が
発
す
る
情
報

の
氾
濫
か
ら
子
供
を
守
り
、
本

当
の
こ
と
を
子
供
に
伝
え
て

い
け
る
大
人
に
な
り
た
い
と

思
う
と
同
時
に
、
小
学
生
の

子
供
を
持
つ
親
と
し
て
、
こ

の
様
な
「
生
き
た
授
業
」
を

ぜ
ひ
我
が
子
に
も
受
け
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
心
か
ら
願

う
。
心
あ
る
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
自
分
達
の
ま
ち
を

輝
か
せ
て
い
け
た
ら
、
ど
ん

な
に
素
敵
だ
ろ
う
。 

 

エ
コ
か
あ
ち
ゃ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授
業
は
ス
ラ
イ
ド
や
実
験
、 

実
物
の
比
較
な
ど
を
使
っ
て

分
か
り
易
く
進
め
ら
れ
、
子

供
達
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え

た
。
二
回
目
の
授
業
で
は
、

実
際
の
生
ゴ
ミ
堆
肥
を
使
用

し
て
耕
し
た
畑
に
大
根
の
種

を
植
え
た
。 

      

授
業
を
受
け
た
五
年
生
の

児
童
は
「
生
ゴ
ミ
が
肥
料
に

な
る
の
は
初
め
て
知
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
ゴ
ミ
を
な
る
べ

く
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
い
」「
慣

行
農
法
と
有
機
農
法
の
野
菜

で
栄
養
や
味
が
全
然
達
う
な

ん
て
び
っ
く
り
し
た
」「
農
薬 

氏
。
大
橋
氏
は
Ｅ
Ｍ
普
及
協

会
の
会
員
で
も
あ
り
、
昨
年
、

上
岩
崎
プ
ー
ル
の
Ｅ
Ｍ
清
掃

を
行
っ
た
事
で
本
紙
で
も
紹

介
さ
れ
た
。 

 

授
業
は
五
年
生
三
ク
ラ

ス
、
約
百
二
十
名
の
生
徒
を

対
象
に
二
回
行
わ
れ
、
一
回 

     

目
は
農
薬
が
生
命
に
与
え

る
悪
影
響
、
慣
行
農
法
と
有

機
農
法
の
比
較
、
農
業
に
お

け
る
微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
な
ど

の
働
き
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
の
作

り
方
、
安
井
氏
が
実
践
し
て

い
る
「
声
か
け
ト
マ
ト
」
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

 

    

然
保
護
・
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
地
域
住
民
を
講
師
に

招
き
「
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
へ
・

堆
肥
の
力
と
化
学
肥
料
に
つ

い
て
」
の
特
別
授
業
を
函
南

西
小
で
行
っ
た
。
同
事
業
は

「
自
ら
の
ま
ち
を
自
ら
で
輝

か
せ
る
」
た
め
、
地
域
住
民

を
学
校
授
業
の
講
師
と
し
て

斡
旋
・
協
力
し
、
地
域
の
活

力
の
向
上
と
、
自
ら
の
意
識

の
向
上
に
つ
な
げ
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。 

 

講
師
に
招
か
れ
た
の
は
、

伊
豆
の
国
市
や
三
島
市
で
自

然
農
業
を
営
む
長
谷
川
勝
・

大
橋
俊
弘
・
安
井
信
之
の
各 

  

 

三
島
青
年

会
議
所
は
、

児
童
健
全
育

成
お
よ
び
自

静岡県東部地域の活性化を考える 

サンフロント２１懇話会とは？ 
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え
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
現
在
、
多
額
の

債
務
を
抱
か
え
、
更
に
静
岡

空
港
開
港
後
の
維
持
費
用
で

債
務
が
益
々
増
え
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
静
岡
県
に
と
つ

て
、
そ
れ
が
本
当
に
必
要
な

の
か
、
県
民
や
市
民
が
望
ん

で
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
の

声
も
あ
る
。
債
務
縮
小
と
い

う
観
点
か
ら
も
多
く
の
市
民 

は
何
十
種
類
も
あ
り
、
人
の

身
体
を
病
気
に
し
て
し
ま
う

危
険
な
も
の
も
あ
る
と
知
っ

た
」「
野
菜
に
も
心
が
あ
っ

て
、
ほ
め
ら
れ
る
と
嬉
し
い

ん
で
す
ね
。
私
も
声
か
け
野

菜
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
感

想
を
話
し
た
。
大
人
達
が
伝 

     

え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
、

子
供
達
は
き
ち
ん
と
受
け
取

っ
て
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

先
入
観
を
持
た
な
い
子
供

達
は
、
本
当
の
こ
と
を
正
し

く
教
え
れ
ば
そ
れ
を
吸
収

し
、
自
分
で
考
え
、
答
え
を

見
つ
け
て
い
く
。
今
回
の
授 
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九
月
十
九
日 

浜
岡
原
発
差
止
め
訴
訟 

 

控
訴
審
（東
京
高
裁
） 

三
島
で
も
実
現
し
て
欲
し
い
！ 
             

 

素
敵
な
「
特
別
授
業
」 

サ
ン
フ
ロ
ン
ト
21
で

は
、
県
東
部
地
域
の
飛
躍
の

カ
ギ
と
な
る
新
た
な
地
域

開
発
戦
略
と
し
て
、
一
極
集

中
型
で
な
く
、
複
数
の
都
市

が
経
済
や
教
育
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
機
能
を
分

担
し
た「
多
極
分
担
型
地
域

構
造
」
を
構
想
し
て
い
る
。 

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
事
業

活
動
計
画
と
し
て「
富
士
山

静
岡
空
港
開
港
に
よ
る
地

域
振
興
」。
更
に
、
広
域
行

政
の
推
進
支
援
。
フ
ァ
ル
マ

バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
支
援
。
東
部
地
区
に
お

け
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

能
の
促
進
。
富
士
、
箱
根
、

伊
豆
を
束
ね
た
広
域
観
光

の
促
進
。
Ｍ
ｔ
・
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

エ
コ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ヘ
の

支
援
を
上
げ
て
い
る
。 

と
り
わ
け
、
沼
津
駅
周
辺

整
備
事
業
推
進
の
た
め
多

く
の
施
設
設
備
の
必
要
性

が
提
案
さ
れ
て
、
そ
の
財
源

は
多
額
の
県
税
投
入
も
考

 

サ
ン
フ
ロ
ン
ト
21
懇
話
会
は
、
沼
津
市
魚
町
に
あ
る
、
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
の
東
部
総

局
ビ
ル
「
サ
ン
フ
ロ
ン
ト
」
開
設
を
機
に
、
県
東
部
の
活
性
化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を

行
う
こ
と
を
主
旨
と
し
て
、
平
成
七
年
に
静
岡
県
東
部
地
域
（
富
士
川
以
東
二
五
市
町
村
）
で

活
躍
す
る
産
業
界
、
医
師
・
弁
護
士
、
市
町
村
長
、
県
の
行
政
機
関
の
責
任
者
な
ど
官
民
各
界

の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
中
心
に
発
足
し
た
。
こ
れ
ま
で
県
東
部
の
活
性
化
、
発
展
？
に
つ
な
が
る

数
々
の
政
策
提
言
を
行
な
っ
て
き
た
と
い
う
。 

efefefefefefegef 
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シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（
８
）
三
島
市
緑
町
一
‐
一 

喫
茶
店
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
・
カ
フ
ェ
」

十
月
二
十
八
日
は
、
ピ
ア

ノ
宮
野
寛
子
、
フ
ル
ー
ト
上

西
智
子
、
ボ
ー
カ
ル
・
ギ
タ

ー
高
尾
典
江
さ
ん
等
に
よ
る

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

を
予
定
し
て
い
る
。
予
約
は

前
日
ま
で
に
電
話
で
、
チ
ャ

ー
ジ
二
五
〇
〇
円
。 

飲
み
物
は
、
サ
イ
フ
ォ
ン

珈
琲
四
五
〇
円
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
五
五
〇
円
、そ
の
他
、

料
理
等
は
下
記
メ
ニ
ュ
ー
。 

 

や
県
民
の
思
い
は
そ
れ
ら

の
構
想
に
通
ず
る
の
か
甚

だ
疑
問
だ
。 

 

具
体
的
に
は
「
多
極
分
担

型
地
域
構
造
」
で
沼
津
駅
周

辺
整
備
事
業
推
進
の
た
め

の
一
つ
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
必

要
と
あ
り
、
沼
津
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
十
八
・
六

億
円
）
は
必
要
な
の
か
。
そ 

 

こ
の
店
は
、
以
前
は
バ
ー
で
、

飲
み
客
と
し
て
出
入
り
し
て

い
た
ご
主
人
の
四
宮
浩
司
さ

ん
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い

て
い
た
経
験
を
生
か
し
、
四

年
半
前
、
借
り
受
け
て
カ
フ

ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
た

と
の
こ
と
。 

 

営
業
時
間
は
、
昼
十
二
時

か
ら
十
四
時
ま
で
、
イ
タ
リ

ア
料
理
を
中
心
に
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
。
夜
は
十
八
時

～
〇
時
ま
で
営
業
。
火
曜
日

は
定
休
日
。 

ご
主
人
は
趣
味
で
、
自
身

も
ギ
タ
ー
を
や
り
、
月
に
一

度
、
東
京
や
海
外
か
ら
呼
ん

だ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
、
ボ
サ
ノ
バ
等
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
る
。 

efefefefefefegef  

去
る
九
月
十
九
日
、東
京
高

裁
で
、
東
海
大
地
震
の
震
源

域
に
建
つ
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
周
辺
住
民
ら
が
、
中
電

に
一
～
四
号
機
（
出
力
合
計

三
六
一
万
七
千
Ｋ
Ｗ
）
の
運

転
差
止
め
を
求
め
て
い
る
裁

判
の
控
訴
審
第
一
回
□
頭
弁

論
が
開
か
れ
た
。
当
日
は
、

三
島
か
ら
も
七
名
の
傍
聴
者

が
参
加
し
た
。 

公
判
で
裁
判
長
は
、
一
、 

efefefefefefegef 

＜食事メニュー例＞ 
パンの前菜 

ガーリックトーストとアンチョビのカナッペ    550yen 
ラタトゥイユのブルスケッタ  600yen 
タコと海老と帆立のガーリックバターココット焼き  900yen 

 
チーズの前菜 

トマトとアボカドのきれいなカプレーゼ  850yen 
チーズと生ハムとフルーツトマトの盛り合わせ  950yen 
オリーブとピクルスとパルミジャーノ  900yen 
その他ｅｔｃ 

# dilettante cafe Tel:055-972-3572 

二
号
機
は
三
、
四

号
機
と
設
置
経

過
が
違
う
上
、
事

実
上
停
止
し
て

お
り
、
一
、
二
号

機
に
つ
い
て
は

審
理
か
ら
切
り

離
し
て
和
解
協

議
を
始
め
る
こ

と
を
打
診
し
た
。 

原
告
の
市
民
側

は
「
話
し
合
い
た

い
」
と
提
案
を
受

入
れ
た
た
も
の

９月１９日 東京高裁の前 静岡の訴訟団 

伊
豆
箱
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楽々パソコン教室（昼の部）ご案内 
毎週水曜 午前１０時から１１時半 

会場：元三島グランドホテル向かい 
     みしま市民新聞事務所２Ｆ 

会費：月４千円、１回千円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、画像処理、 
ホームページ作成等 
パソコントラブルの相談 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 

沼津駅北口のイベント施設想像画（イメージ） 

第２６回 核兵器をなくし平和をつくる 
              三島市民のつどい 

２００８年１０月２５日（土） 
三島市民文化会館小ホール 

１０：００よりロビー展示公開（入場無料） 
開場：１３：００ 開演：１３：３０    協力券５００円 

＜プログラム＞ 
１３：３０ ジャズコンサート 
   演奏♪日大国際関係学部 Jazz&Fusion 
１４：１５ 平和へのメッセージ 
１５：００ アフリカの太鼓「ジャンベ」 

コンサート 
 演奏♪アイニケ 

主催：核兵器をなくし平和をつくる市民の会 
代表：福尾 正夫 TEL：975-1349 
後援：三島市教育委員会／三島市自治会連合会／三島市教職員組合 

 【原子力の日】特別講演 

巨大地震が原発を襲うとき 
原子炉専門家がやさしく語る 恐ろし～い話 

講師：京都大学原子炉実験所 
小出裕章氏 

日時：１０月２６日（日） 
１３：３０開場 １４：００開演 

会場：三島市民生涯学習センター３階講義室 
  三島駅南口徒歩７分 TEL055-983-0888 

資料代：当日 1000 円、（前売り800 円） 
主催：原発震災を防ぐ風下の会 

○○○自然派ママたちの座談会○○
○ 

司法試験界のカリスマ伊藤真さんによる憲法講座 
今回は「平成の赤紙」といわれる裁判員制度について 
 
     毎回１０時 １̃２時 
第１回 １０／２２（水） 
 

第２回 １１／２１（金） 
会場：成真寺 本堂 
三島市大社町７－５６ 
連絡先：055-975-4740 

平成の赤紙といわれる裁判員制度につ
いて、裁判員はクジで決められるとい
います。通知が来たらどうなるの？ 
 
国民投票法について 
 

参加費：１０００円 

「みしま原発を学ぶ会」は、 
東海地震震源域の真上にある浜岡原発の
危険性について広く県民の民さんに知っ
ていただきたいと、小冊子を作りました。 
 
 
 
＜内容目次＞ 

１.チョー危険な浜岡原発 
２.プルサーマル計画とは 
３.プルサーマルには問題がいっぱい 
４.放射能を漏らさない原発はありません 
５.「原発ありき」 日本のエネルギー政策 
６.原発やめて、ソフトエネルギーに 
無料です。お問合せは下記へどうぞ。 

また「学ぶ会」は毎月例会を開いています。
こちらへもお出かけ下さい。 
連絡先：０５５－９８６－８６０６  

しずおかに 
原発は、いらない！ 


